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寒 帯 (北限 は バイ カル 湖 ?) まで 北方 へ 進出 し て お り , 日 本 で は カナ ム グ ラ 分 布 圏内 の 隅 々 に まで 分 散 を 
完了 し て いる . 氷 期 の 時 代 に あっ て は , 西日本 (人 間 活 動 の 影響 を 差し 引い て ) の 暖 温 帯 , それ も 照葉樹 
林 域 が この 蝶 の 分 布 可能 地 で あっ た と 推定 され る . また , カラ ハナ ソウ は 自生 種 で あり , 帰化 植物 で は な 
い , 

ヵ カナ ム グ ラ 埋 土 種 子 の 知見 か ら 判 断 す る と , キタ テハ は 縄文 時 代 後期 あたり に は 西日本 各地 の 人 里 に ポ 
ピュ ラー な 存在 と な りつ つ あ っ た の で は な いか ? 北海 道 へ の 侵入 は 歴史 時 代 に 入っ て か ら で あ る ろう. 


3. チ ョ ウ の ざ の 共同 回 転 飛翔 : の の 同類 認知 柴 谷 篤 弘 (関西 ) 

私 は 生物 学 理論 構築 の た め に , 同じ 種 の 成員 に よる 同種 個体 の 同類 認知 の 概念 を 発展 させ て きた . と さく 
に 雌雄 間 で は な く , 同じ 性 の 個体 の あい だ の 同類 認知 に 注目 し て いる . 

日 本 の チョ ウッ 観 察 ・ 採 集 者 の 間 で 伝統 的 に 認め られ て いる ミド リシン ジミ 類 の ず の いわ ゆる 帳 飛 翔 に つい 
て , 自身 の 経験 と いく つか の 文献 に よる 知見 を 整理 し , さら に 海野 和男 に よっ て 発表 きれ た 写真 記録 や 個 
人 的 通信 を 参考 に する と と が で きた . まず この 種 の 飛 翔 を co-rotational flight と 英語 で 表現 し , 上 記 の 標 
題 で は それ を 日 本 語 に 直訳 し た が , これ は すなわち も 貞 飛 翔 に 相当 する . 

この 飛 敬 の 主 な 特徴 は , 同種 の ず 2 頭 が , か な り 長 時 間 , 開始 時 の 位置 か ら あ まり 遠ざかる こと な く , 
相互 に 遠ざかる こと な く 静 止 す る こと な く , 相互 に 接触 する こと な く , 相互 作用 する こと に ある . 他 の 近 
縁 種 の の や 同種 の 第 3 の 個体 が まじ る こと は 稀 で , 「 雑 音 」 と みる こと が で きる . 写真 で 見 る か ぎり , 2 種 
の み は む き あ っ て いる . この 行動 の 頻度 は 種 の 特徴 で ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ , メス アカ ミド リン ジミ 
も っ と る も 多く, Favonius の 3 種 ( ヒ ロ オ ビ ミ ド リン シ ジミ, ハヤ シミ ドリ シジミ , ウラ ジロ ミド リ シ ジ ミ ) 
と フジ ミド リ シ ジ ミ で は 見 られ な いよ う で ある . 従来 こ の 行動 は 領域 占有 行動 の 一 型 と 考え られ て きた が , 
異種 間 の る で は 原則 と し て 見 られ る こと を 考え れ ば は ば, それ だ け で は 片づけ られ な い 要 素 が 含ま れ て いる . 
私 の オー スト ラリ ア や ニュ ー ギ ニア に お ける , また 海野 に よる 日 本 に お ける , ミド リ シ ジ ミ 以 外 の シジミ 
チョ ウ , シロ チョ ウ , ジ ヤ ノ メチ ョ ウ , メダ マチ ョ ウ , タテ ハチ ョ ウ な どの 同様 な 共同 回 転 飛 導 の 分 析 は , 
領域 占有 性 を 示さ な い 種 類 に も この 種 の 飛翔 が 見 られ る こと を 示す . これ は 争い と みる より も , 展示 の 儀 
式 と みる 方 が いい の で は な いか . また 通常 この 行動 を 示さ な い 種 に も , この 行動 が 現れ る 可能 人 性 を 考え る 
べき で ある と お も う . 

















4. クロ アゲ ハ の 産卵 に 関与 する 植物 成分 本 田 計 一 (関東 ) 
蝶 の 産卵 行動 に お いて , 母 蝶 は 食 樹 の 色 , 形 (視覚 ), 匂 ( 員 覚 ) 等 を 手 掛 り と し て これ を 発見 する が , 
食 樹 で ある こと の 最終 的 な 認識 と 選好 は , 植物 に 含ま れる 化学 物質 , すなわち 接触 化学 刺激 (味覚 ) に よっ 
て 行わ れる こと が 知ら れ て いる . この よう 人 母 蝶 に ょ る 寄主 選択 に は 寄主 植物 中 の 化学 成分 が 深く 関わ っ 
て いる の で ある が , これ まで 明らか に され て いる 物質 は , ezzs 属 に お ける sinigrin の み で あっ た . 
最近 に な っ て 蝶 の 産卵 刺激 物質 の 探索 が , 主 に Papilio 属 に つい て 盛ん に 行わ れ , 国内 の 研究 者 に よっ て 
ナミ アゲ へ (西田 ら ), クロ アゲ ハム (本 田 ) の 産卵 刺激 物質 が 多数 単 離 同定 され た . 演者 は ナツ ミカ ン の 外 
果皮 お よび 生葉 を 材料 に 用 いて 活性 物質 の 同定 を 進め て きた が , 今回 は これ まで の 結果 を まとめ て 報告 し , 
更に ウン シュ ウミ カン , カラ ス ザ ン シ ョ ウ , キハ ダ , コク サギ に 対す る ナミ アゲ ハ と クロ アゲ へ ハ の 産卵 反 
応 様式 お よび その 相違 を 成分 化学 的 な 観点 か ら 考 宗 し た . 

ミカ ン を メタ ノー ル で 抽出 し , 抽出 液 を クロ ロホ ルム 可 深 分 , イ ノブ プ タ ノ ー ル 可 溶 分 , 水 可 溶 分 に 分 画 
し た . プラ スチ ッ ク の 人 人 造 葉 を 用 いた 生物 実験 に より , 主たる 活性 画 分 は 水 可 溶 分 で ある 事 が 判明 し , こ 
の 画 分 か ら 活性 物質 と し て 6 種 の 化合 物 , naringin, hesperidin( い ずれ も フラ ベ バ ノ ン 配 糖 体 ), L-proline, 
L-stachydrine, ( - )-synephrine, ( - )-quinic acid を 同定 し た . し か し , どの 物質 も 単独 で は 殆ど 活性 を 示 
せ ず , 産卵 刺激 活性 は 多 成分 の 共同 作用 に より 発現 され て いる も の と 考え られ た . 他方 , カラ ス ザ ン シ ョ 
ウゥ か ら も うう 一 つの 活性 物質 と し て chlorogenic acid を 同定 し た が , 多量 に 共存 する 糖類 に 活性 は 認め られ 
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な か っ た . また , キハ ダ に は 比較 的 多量 の フラ ボノ イド が 含ま れ て お り , これ は 強い 産卵 阻害 作用 を 示し 
た . コク サギ に $ ゃ 産卵 阻害 物質 の 存在 が 認め られ , 結局 母 蝶 が 特性 の 植物 に 産卵 する か 否 か は , 植物 中 の 
刺激 物質 と 阻害 物質 の 存否 (活性 ) バラ ンス に よ ょ より 決定 され て いる こと と が 明らか と な っ た . 


5. ラオ ス の 蝶 本 野 区 (関東 ) 

ラオ ス の 蝶 に 就 い て は 本 学界 の 1968 年 度 総会 の 一 般 講演 に 於 いて “ラオ ス の 蝶 : 第 一 報 " を 発表 し て か 
ら 既 に 20 年 の 歳 月 が 流れ た . 其 の 間 何 人 か の 方 々 の 御 協力 に ょ より, 最後 に は 1975 年 青木 , 山口 両氏 の 短 
時 日 で は あっ た が 驚く べき 多く の 収穫 を 最後 に ,. ラオ ス か ら の 情報 は 絶え た . 私 は 皆様 の 御 好 意 に より 且 
又 御 援助 に より , 調査 検討 の 結果 約 520 種 の 記録 を 纏め た . この と と は イン ドン シナ 半島 の 蝶 相 の 空白 地帯 
の 一 部 を 明らか に する 上 に 有意 義 で 有る と 思い , この 席 を 借り 発表 する 次 第 で 有る . 唯 発表 時 間 が 僅か な 
為 , 内 容 の 一 端 を 御 披露 する に 留め , 全容 は 一 冊 に 纏め 度 い と 思っ て いる . これ に 就 い て は 本 会 他 若 干 の 
向き に お 願い し て ある が , 誰 方 か 御 協 力 願 えれ ば 幸い で ある . 





6. モン シロ チョ ウ 成 虫 の 生化 学 的 変異 小池 久義 (関東 ) 
モン シロ チョ ッ ウッ は 史 前 帰化 昆虫 で ある と 考え られ る (日 浦 , 1973). し か し 日 本 列島 で は 南北 に 長く 位置 
する た め 自 然 環境 が 著しく 異な り 種 内 の 分 化 の 可能 性 は ある が , し か し 検討 され て いな い . と くに 暖地 の 
移動 に つい て は 相 と の 関係 で 十分 検討 する 余地 が か ある. また 亜 種 の 本 質 に つい て ふ ゃ 厳密 に 調べ る 必要 が あ 
る . と くに 栽培 植物 を 寄主 と され て 居る た めこ の 種 の 研究 は 手薄 で ある . た だ 世界 に は 17 亜 種 が 認め られ 
て いる (TALBOT, 1932). 電気 泳動 的 に も ョ ヨーロッパ で は 分 化 が 認め られ る (GEIGER, 1981). 
演 者 は そ ン シロ チョ ッ の 成虫 の 者 白 分 画 に つい て 地域 性 に つい て 報告 し た . 
供 試 昆 虫 : 宮崎 個体 群 : 1987, 3, 27, 宮崎 県 児湯 郡 新富 町 , 西 都 原市 採集 : 以後 25C, 長 日 条件 で 飼育 
谷田 部 個体 群 : いずれ も コマ ッ ツナ で 飼育 
東大 和 , 新潟 個体 群 : 野外 採集 

1. HPLC は 微量 定量 が 可能 で autoanalyzer を 併用 する 場合 は isozyme 分 析 も 可能 で ある . 電気 泳動 で 
は 通電 の 影響 か あり , と くに 蛋白 の 場合 は 解 裂 , 変性 を 伴う こと が ある . 

ここ で は , カラ ム の 種類 , 劣化 を し ら べ た . 

2. 小型 : 雄 の み に 認め る , 5 月 より 出現 , 7 - 9 月 に 多い , 餌 不足 の 影響 が 顕著 , 中 間 型 も 認め 体液 
蛋白 分 画 も 対応 し て いる . 単なる 個体 変異 で あろ う . 

3 黒 斑 発達 型 ; 雌 に の み 出 現す る . 7 - 8 月 出現 , 宮崎 個体 群 の み 見 られ る . 出現 頻度 は 300 個体 で 6 
個体 で あっ た . 午 白 分 画 の 発達 は わる い . 

4. 色素 未 発達 型 メラ ニン が ハラ クロ ー ム 段階 し か 発達 し な い 個 体 で 希 で あっ て , 日 射 下 で 死体 を 放置 
する 場合 に 見 られ る . 雌 に 見 られ る . 

5. 季節 型 と 蛋白 分 画 

モン シロ チョ ウ は 早春 と 晩秋 に は 特に 次 裏面 に 黒色 鱗 分 が 発達 する . この 場合 耐寒 性 も 高まり , 生化 学 
的 に も 異な る こと を 示唆 する . 秋 型 は 企 白 分 画 は 発達 が 悪い . 











7. バリ 島 産 Delzas 属 2e/sZ7z2 グル ー プ に つい て 一 一 類似 の 2 種 に 関す る 2, 3 の 比較 一 一 
森 中 定 治 (関東 ) 
1984 年 に 新婚 旅行 に て バリ 島 を 訪れ , 本 グル ー プ の 用 . belisama と D. oraia を 採集 し , その 類似 性 に 関 
心 を も っ た . その 後 の 採集 , 観察 も る 含め て バリ 島 に お ける , この 類似 の 2 種 の 特徴 に つい て の 報告 を 行なっ 
た . 
1. 生態 的 な 特徴 
oraia の 分 布地 帯 で の 原生 林 の 林 緑 で は , 吸 蜜 植物 の 周辺 を 両 種 が 混 飛 する . この 場合 , oraia が 数 が 多 
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